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栄南中学校進路通信 第８９号

発行日：令和 ４年 ９月２２日

発行： 明日からシルバーウイーク後半です 」進路係「 。

サクラ咲く日まで

令和５年度私立高等学校（全日制）一般入試日程等一覧

本日、第３回進路希望調査用紙を配布しました。提出期限は９月２７日（火）です。明日から

の３連休を利用し、保護者とよく話し合って記入して欲しいです。

さて、前号の進路通信では、私立高校のコースについてふれましたが、今号では、私立高等学

校（全日制）一般入試日程等一覧を裏面に印刷しておきます。各私立高校の試験科目、面接の有

無等がまとめられておりますので、進路選択の資料としてください。なお、資料の文字が小さく

て読みにくいかもしれませんが、この資料は北海道私立中学校高等学校協会のホームページにＰ

ＤＦ形式で掲載されており、誰でも閲覧、印刷ができるようになっております。

●公立高校自己推薦受検について
進路希望調査をご覧になられて気づいたと思いますが、今回の調査では「現時点で、推薦受検

を希望する生徒のみ記入（自己推薦も含みます 」という欄がもうけられております。。）

（自己）推薦受検は 「推薦者として意識を高くもって高校生活がおくれる 「合格内定す、 。」、

れば、早めに学習面を中心に高校生活の準備ができる 」といった面がある一方、下記のような。

負担等も生じます。

・ 推薦受検の準備（自己推薦書の作成、面接練習）と一般受検の準備（受験勉強）の

両立を行わなければならず、時間をとられ、負担は大きくなります。

・ 推薦入学生徒は、高校側からもリーダーとして期待され、その期待がプレッシャー

となっている生徒も少なからずおります。

・ 学力試験（いわゆる「入試 ）がないため、その高校で必要な学力がそなわってい」

ないと、学習面でついていくのが厳しいものとなります。

・ 推薦受検で合格内定とならなかった場合、再出願により一般受検できますが、その

際、合格内定とならなかったことが精神的に一般受検に影響することも懸念されます。

こうしたこともよく考えて、推薦受検するかどうかを検討してください。

今号の私立高校特待・奨学生制度の紹介は、紙面の都合でお休みします！




